【原著論文】ホッケー競技のペナルティコーナー攻守と得点の関係 ―第77 回全日本女子ホッケー選手権大会より― by 小林 和典 et al.






－第 77 回全日本女子ホッケー選手権大会より－ 
 
小 林 和 典 
（幼児教育学科） 
 
要  約 
近年、ホッケー競技ではルール改正や用具の進歩などにより、ペナルティコーナー（以下 PC）からの得点も多く、国































 試合の分析は、2016 年度の第 77 回全日本女子ホッケ
ー選手権大会に出場した8チーム（社会人大会ベスト4、
学生選手権大会ベスト 4）を対象に行った。グループリ





ン」、「PC 守備パターン」の 3項目とした。 
結果 
１．得点内訳 
 今回のグループリーグ 12 試合での総得点は、38 点で
あった。内訳としては、FGが 23 点（60.1％）、PC が 14
点（36.8％）、ペナルティストローク（PS）が 1点（2.6％）
であった。（表 1） 
 また、社会人の 4チーム（A～D）、の最高総得点は 11
点であった。学生の 4 チーム（E～H）の最高総得点は 4
点であった。また、社会人チームの総得点が低いチーム


















PC の総取得数は 65 本であり、そこからの得点は 14 点
あった。その内訳としては、ストレート系のヒットが 30 
本中 6本の得点で、成功率は 20％であった。フリックは
13 本中 3本の得点で成功率は 23.1％、タッチ系の右側で 
は 14 本中 2本が得点、成功率は 14.3％であった。タッ 
チ系左側が 7本中の 3本の得点、成功率は 42.9％であっ 
た。ミスからシュートまで至らなかったのは、1 本であ
った。 
 チームでの PC 総取得数の最も多かったのは 17 本であ
り、1 試合平均取得数は 5.7 本であった。総取得数の最


















は 3本中 2得点の成功率 66.7％が、最も高かった。右側















がなかったのは社会人 2チーム、学生 1チームの 3チー
ムであった。タッチ系の最高得点は 2本であった。得点
がなかったのは 4チームであった。 
PC 得点確率が高いチームは、学生チームの 4本中 3本












1－3右は 3本、1－3左は 2本と少なかった。 



















(本） (本） (本） (本）
チーム内訳
A 11 7 4 0
B 10 7 3 0
C 6 3 3 0
D 3 3 0 0
E 4 0 3 1
F 2 1 1 0
G 2 2 0 0
H 0 0 0 0
合計 38 23 14 1
社会人
学生



























































































表 3 PC 守備パターン 
表 2 PC 攻撃パターン 
P C 取得数 ミス
（本） ヒット フリック 右側 左側 （本）
取得数 12 6 3 0 3
得点 4 0 2 0 2
取得数 11 0 6 2 3
得点 3 0 1 1 1
取得数 17 7 2 6 1
得点 3 3 0 0 0
取得数 7 4 2 1 0
得点 0 0 0 0 0
取得数 4 2 0 2 0
得点 3 2 0 1 0
取得数 5 2 0 3 0
得点 1 1 0 0 0
取得数 6 6 0 0 0
得点 0 0 0 0 0
取得数 3 3 0 0 0
得点 0 0 0 0 0
取得数 65 30 13 14 7















チーム 内訳 ２－２型 1－3左型 １－３右型 １－２－１型
PC守備本数 1 0 0 4
失点 0 0 0 0
P C 守備本数 0 1 0 2
失点 0 0 0 0
P C 守備本数 0 0 0 0
失点 0 0 0 0
P C 守備本数 6 0 2 5
失点 2 0 0 1
P C 守備本数 9 0 0 1
失点 2 0 0 0
P C 守備本数 4 0 1 5
失点 1 0 0 1
P C 守備本数 2 0 0 8
失点 0 0 0 2
P C 守備本数 6 1 0 7
失点 2 0 0 3
28 2 3 32




































































































 図 1 第１ヒッター(H1）からのシュート 
図 2 第 2 ヒッター(H2）からのシュート 



























































































図 4 H1 から左側でのタッチシュート 
 図 5 1-2-1 型の守備パターン 
図 6 2-2 型の守備パターン 
図 7 1-3 右型の守備パターン 
図 8 1-3 左型の守備パターン 
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また、複数の本数PCを取得されたチームは、2つ以上の
形式を使用していた。これは、相手チームの攻撃方法を
予測して、行っていることがわかる。したがって、PCを
取得されていないチームもあるが、それぞれのチームで
は、複数の守備方法を備えて状況に応じて使用している
と考えられる。 
まとめ 
今回の研究では、ホッケー競技での得点傾向がルール
改正や用具等の技術革新の変改にともない変化している
ことに着目をして、実際のホッケーの試合で、PCが得点
とどのように関連しているかを試みた。 
その結果、すべての得点のうち、PCからの得点が36.8％
を占めた。また、PC取得数65本のうち、14本（22％）が
得点となった。 
また、パターンごとに幾つかに分類をしたが、左のタ
ッチ（42.9％）以外、得点との間に明瞭な差はみられず、
概ね20％前後であった。 
ホッケー競技はFGのみならず、PCからの得点も、勝敗
に大きく影響していることが判明した。また、FGのみの
得点での試合よりも、PCの得点があった試合のほうが多
かった。 
また、攻撃のストレート系では、強力なヒットを打て
る選手がいるチームが有利と思われ、フリックでは経験
値が影響していることが考えられた。 
したがって、フリックシュートが出来る選手を育成す
ることが、多くの得点につながってくると思われる。 
タッチ系では、右側のタッチ使用が左側のタッチより
多く使用されていたが、決定率は左側のほうが非常に高
かった。タッチにおいては、タッチをする技術の高い選
手に加えてそれらの選手にパスをする高い技術も必要な
条件になってくると考えられる。 
守備では、1-2-1型と2-2型が、多く使用されていた。
また、それぞれのチームでは複数の守備方法を相手チー
ムのバリエーションを考えながら使用していることが判
明した。 
PCは、ホッケー競技の大きな得点源であり、特徴であ
るとも言える。また、試合の勝敗に大きく影響すること
から、攻撃・守備のより高い技術向上を目指すことが重
要であると考えられる。 
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